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Ｃ日程既修者 民法出題趣旨

〔問題１〕

賃貸借の基本的問題についての理解の程度を問うものである。①賃借物の一部が修繕を

しないと使用できない状態になったときに，賃料請求権は発生するか。②賃借人の支出し

た修繕費用(必要費）と賃料債権との相殺ができるか。③賃借人が相殺の意思表示をして

いない場合に，賃料債務の履行遅滞を理由に契約を解除できるか（賃貸借関係を終了させ

るに足る信頼関係の破壊があるか否か）などを論じてほしい。なお，本問は，共通的到達

目標（「賃貸借とはどのような契約であり，賃貸人と賃借人の間でどのような権利義務(賃

貸人の修繕義務・費用償還義務等を含む)が生じるかを，説明することができる。」など）

の1年次到達レベルを想定して作問している。

〔問題2〕

公序良俗違反の契約の効果，不法原因給付についての基本的な理解を問うものである。

（1）ＤのＢに対する所有権に基づく甲建物明渡請求において，①Ｄはどのような事実を

主張立証しなければないかを明らかにし，②Ａから贈与を受けた旨のＢの主張，③本件贈

与は公序良俗違反であり，無効であるとのＤの主張，さらに，④Ｂからの不法原因給付の

主張（未登記の建物のＢへの引渡は民法708条の給付に当たり，Ｄは給付の返還請求がで

きないこと）を論じてほしい。また，（2）ＢのＤに対する所有権に基づく甲建物所有権

移転登記請求において，甲建物の贈与が不法原因給付として給付の返還請求ができないこ

との反射的効果として，甲建物の所有権はＢに帰属することになる結果，Ａ名義の登記は

実体と符合しない無効な登記であるから，ＢはＤに対しＢへの所有権移転登記請求をする

ことができることを論じてほしい。問題は，最大判昭和45年10月21日民集24巻11号1560頁

をもとにしている。

なお，本問は，共通的到達目標（「不法原因に基づく給付の返還請求が認められないと

いう原則とその例外について，民法90条との関係に留意しながら，具体例を挙げて説明す

ることができる。」など）の1年次到達レベルを想定して作問している。


